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野口小蘋の画業Ⅰ
人物画の展開
荒 井 菜穂美
The Art Works of Noguchi Shōhin
Development of Her Portraits
ARAI Naomi
Abstract
 A broad outline of Noguchi Shōhin’s art works was shown in the exhibition 
“A court painter, Noguchi Shōhin” which was held at the Yamanashi Prefectural 
Art Museum in 2005. This paper focuses on portraits of Noguchi Shōhin. 
Portraits are singled out from others of Shōhin’s　works for in-depth analyses. I 
comprehensively analyze her portraits by taking up works that show deﬁ nite 
dates, and demonstrate their features and development.
 Her portraits can be divided into 3 periods: the ﬁ rst period is from the end 
of Edo era to around the 10th year of the Meiji Era, the second period is from 
the latter half of the second decade to the third decade of the Meiji Era, the 
third period is from the fourth decade of the Meiji Era to her death.
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はじめに
　本稿は近代南画の大家として活躍した野口小蘋（1847～1917）の人物画を網羅的に取り上げ、
画業の展開、変遷について考察する。平成17年（2005）には山梨県立美術館で「明治の宮廷画
家　野口小蘋」展が開催され、多くの小蘋作品が一堂に会した。図録には人物画・花鳥画・山
水画の各分野の作品がおおよそ年代順に並べられ、また学芸員の平林彰氏によって分野ごとの
画業の展開が検証された。以下が平林氏による指摘である。
人物画　小蘋は浮世絵美人に端を発した美人図を明治10年代まで描き、明治20年代になると写
実を取り入れた美人図を描いている。題材としては煎茶など、中国趣味、文人趣味が
挙げられる。
花鳥画　明治20年代の作品を見ると、始め中国明清画に範を求め、次に写生を取り入れている。
明治30年代になると、四条派や琳派といった日本の伝統絵画を学習したあとが見られ
る。南画的要素が希薄になり、次第に和様化していく。
山水画　明治10年代までは日根対山や中国山水画に立脚した模索の時期であった。明治20年代
になると青緑山水画に取り組み、まず色彩表現において日本の実景に学んだ成果が表
れる。実景からの取材は明治40年代にさらに顕著になり、中国山水から日本の風景へ
と変遷、つまり和様化していく。1）
　このように、小蘋の画業は各分野の展開、変遷について概略的に検証されている。しかし小
蘋の画業は現存する作品数が多く、氏の研究では取り上げられていない点も多い。また、真景
図を取り上げた拙稿にて、筆者は明治20年代の小蘋の山水画における緑青、群青の色彩は中国
山水画からの影響を受けている可能性が高い、という結論を得た。これは上記の指摘と相反す
るだろう。そこで今一度、小蘋の画業を作品に基づいて検証したい。これは先行研究を否定す
るものではなく、新たな見地を得る可能性を視野に入れつつ、改めて作品検証に基づいて画業
の再考を試みるものである。
　小蘋の作品やその図版は数多く残されており、網羅的に取り上げるには到底一本の論文には
収まらない。そのため、まず本稿では人物画に限定して検証することとする。小蘋の画業はお
よそ 3期に分けられる。画業始めから明治10年頃までの第Ⅰ期、明治10年代後半から明治20年
代までの第Ⅱ期、明治30年から晩年までの第Ⅲ期である。年紀の判明する人物画をこれらの年
代に区分し、作風の展開、変遷について詳細にみていきたい。
 1） 平林彰「近代南画史における野口小蘋の位置」（『山梨県立美術館研究紀要』第20号、2005年）、22～25
頁。平林彰「野口小蘋試論」（『―明治の宮廷画家―野口小蘋と近代南画展図録』山梨県立美術館、2005
年）、114～119頁。
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第一章　第Ⅰ期：幕末～明治10年頃
　本章では幕末から明治10年頃までの人物画を扱う。小蘋は画業の最初期から人物画を多く描
いており、画家の番付である『全国書画集䦥』（明治10年〈1877〉）では、閨秀の欄に「人物　野
口小蘋」と記載されている2）。このことから、当時は山水画、花鳥画よりむしろ人物画で知られ
ていたと考えられる。実際に、この時期の現存作品は圧倒的に人物画が多い。
　この時期の小蘋の動向を以下に記す。大坂で生まれた小蘋は安政 7年（1860）に家族に伴わ
れて北陸地方へと遊歴し、次に訪れた名古屋において父を亡くす。この後、画業で家計を支え
た小蘋は伊勢、津、近江と移動し、日根対山（1813～1869）を師に得た。慶応 3年（1867）に
京都へ出るも、間もなく東京奠都が行われ、小蘋と親交のあった新政府の高官達は京都を去り、
明治 2年（1869）には師の対山が、明治 3年（1870）には母が亡くなる。天涯孤独の小蘋は明
治 4年（1871）に東京へ移り、その僅か 2年後に皇后寝殿のための作品を揮毫する機会を得て
いる。明治10年（1877）に酒造を営む野口正章（号　錦雲、1849～1922）と結婚し、翌年には
一女を儲け、画業から一時的に離れる。それでは具体的に作品を見ていきたい。
　《知春園雅集図》（文久 2年〈1862〉図 1）。年紀の判明する最初の小蘋作品であり、尾張の御
典医宅にて小蘋が一夜に千枚書きをした逸話を描いている。素早い筆致で描かれた墨彩の作品
であり、文人サークルの様相を俯瞰的に捉えており、背景は描かれない。画面上部には余白が
取られており、その下には男性たちが詩作、囲碁、書画、その他飲食を楽しむ様子が描かれ、
画面中段左側に、筆を持つ小蘋らしき女性が見える。画面右下の落款に「壬戌秋日於知春園席
上写　玉山女史（朱文円印）」とある。「玉山」とは小蘋が画業の最初期に使用していた号であ
り、慶応年間（1865～1868）まで使用された。
　《處女図》（図 2）。確認できる最初の小蘋美人図であり、《知春園雅集図》と同じく素早い筆
致で描かれる墨彩の席画である。年紀は記されていないが、慶応年間（1865～1868）の作品と
される3）。題材は引き着の振袖にだらりの帯を締め、華やかな装いをした女性であり、体を画面
右側に向けながら、顔を左側へ向けている。着物の描線は、濃淡を交えて手早く描かれ、袖に
は流水文様が確認できる。手許の資料では顔の細かな造作を確認できないが、面長なその顔は
浮世絵の影響が色濃い。当代美人を題材とする風俗画である。
　《設色美人図》（図 3）。画面上部に賛を待つ当代美人図である。年紀は無いが、山盛弥生氏に
よる先行研究で、慶応 2年（1866）～明治元年（1868）の制作であることが特定されている4）。
 2） 瀬木慎一『江戸・明治・大正・昭和の美術番付集成　書画の価格変遷二〇〇年』里文出版、2000年。
 3） 「小蘋の門人鈴木睡園（1870～？）による、慶応年間（1865～1868）の作であるとの箱書きがあり」（山
盛弥生「野口小蘋筆　設色美人図」〈『國華』1397号、國華社、2012年〉66頁）。
 4） 山盛弥生「野口小蘋筆　設色美人図」前掲書『國華』1397号、65～66頁。
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黒紋付に、半襟を折り返し赤い襟を覗かせる風俗は芸妓や太夫の風俗であり、さらに芸妓がよ
く結うつぶし島田という髪型から、画題は芸妓であろう。左手に桜の枝を持ち、右手で襟元を
整え、体の正面を画面左に向ける立ち姿である。鼻筋の通った面長の顔や、やや下唇の突き出
た受け口、目から頬にかけて施された頬紅の赤などから、上方浮世絵の影響がうかがい知れる5）。
さらに先行研究では祇園井特（生没年不詳）や三畠上龍（生没年不詳）の影響が指摘されてい
る6）。
　《美人図》（明治 2年〈1869〉図 4）。《設色美人図》と近似する作品であり、同じく芸妓の風
俗であるが、着物は青い。背景を排した画面に、浮世絵美人の全身像が描かれており、上部に
は余白が残されている。女性は後ろに振り返る動きを見せており、着物の裾から覗く裸足と顔
は反対方向を向いている。さらに、左手は襟元を押さえ、袖に隠した右手は宙を彷徨い、動的
なポーズを見せる。肌の輪郭線は細く、柔らかである一方、帯、袖、裾の輪郭線は比較的太く、
力強い。線描もこなれており、《設色美人図》から画技が上達していることが見て取れる。
　《美人雅集図》（明治 5年〈1872〉図 5）。太湖石や芭蕉、中国的な陶製の椅子が配される異国
情緒溢れる庭園で、 9人の浮世絵美人たちがそれぞれ文人趣味に興じる様子が描かれる。賛を
待つ上部の余白を除く画面全体に人物が点在し、それらを俯瞰で捉えた構図である。画面上段
では横笛、月琴などの音曲、中段では書画、下段では煎茶を楽しむ様子が見られる。文人趣味
に興じる女性たちを描いたこの作品は、題名からも窺われるように、西園雅集の翻案であろう。
画面上部に描かれる渓流など、西園雅集図の一般的な構図からの引用も確認できる。画面左下
に 2つの印影が確認できる他、東屋に掛けられている掛幅に「壬申之秋　小蘋」と隠し落款が
ある。近江藩士から新政府の官吏となった谷鉄臣の旧蔵作品である。
　《梅園美人図》（明治 7年〈1874〉図 6）。この作品も、太湖石や陶椅子が配される庭園に、上
部に余白を残して、 9人の浮世絵美人や少女が俯瞰的な構図で描かれている。画面には梅、水
仙が咲き誇る冬の情景が描写され、梅の枝を持つ者や、今まさに枝を手折らんとする者、梅を
観賞しながら会話を楽しむ者などが確認できる。梅や水仙、竹は柔らかな描線で描かれており、
それに対して人物達の顔は面相筆で輪郭が取られ、緊張感のある描線である。《美人雅集図》と
同じく、画面上部の余白を除いて、画面全体に人物が散在するが、人物達はここでは梅を観賞
するだけで、特に文人趣味は見当たらない。代わりに中国的な、太湖石や陶製の椅子の描出、
また、木々の根上がりの描写といった南画的な表現が見てとれる。画面左上に「甲戌十月　小
蘋親写」とあり、その下に白文方印が 2顆認められる。
　《美人名花十二友画冊》（明治 8年〈1875〉図 7）。12枚の絵絹にそれぞれ浮世絵美人と花が色
鮮やかに描かれた画冊である。「名花十二客」と「十友」を混同した題名であるが、描かれてい
 5） 「…京都在住の頃は浮世絵、特に関西浮世絵の影響を受け、…」（平林彰「野口小蘋試論」前掲書『―明
治の宮廷画家―野口小蘋と近代南画展図録』116頁。）
 6） 前掲注 4。
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るのは名花十二客であろう。これは、宋代の張景修（生没年不詳）が12の花を選定したもので
ある。牡丹＝貴客、梅＝清客、菊＝寿客、瑞香（沈丁花）＝桂客、丁香＝素客、蘭＝幽客、蓮
＝浄客、䥴䥺（ときんいばら）＝雅客、桂花＝仙客、薔薇＝野客、茉莉＝遠客、芍薬＝近客と
いうように喩えられるが7）、小蘋は十二客をそれぞれ浮世絵美人に見立てたようである。根上が
りの梅の絵には、岩を配した庭に細かな模様の帯を締めた浮世絵美人が立つ（図 7 ‒ 1）。蘭は
岩を添えた盆栽に仕立てられており、背筋を伸ばして静かに佇む振袖の若い女性と共に描かれ
ている。盆栽は素早く勢いのある筆致で描かれ、また落ち着いた色合いであるが、人物や着物
は柔らかく細い線描で描かれ、赤を多用して色鮮やかに表現されている（図 7 ‒ 2）。蓮は水面
に生い茂り、欄杆に座る女性は、扇子で涼をとりながら蓮華を眺めている。切髪に被布という
装いから、武家の後家であろう（図 7 ‒ 3）。䥴䥺の絵には、幼児とその母親が描かれており、
背丈の低い垣根に茂る䥴䥺を子供が指差し、親子で眺めている様子である。母親の足元には竹
と奇岩が添えられる（図 7 ‒ 4）。牡丹が咲き誇る庭には太湖石が見え、その向こうには丸窓か
ら書斎の様子が窺える。室内には「乙亥五月中浣　小蘋親画（朱文長方印）」と隠し落款が記さ
れ、その他、書籍、孔雀の羽を立てた筆筒、雲に鳳凰が飛ぶ柄のとばりなどが確認できる（図
7 ‒ 5）。芍薬の花は太湖石と共に描かれる。麻の葉の帯など、細かに柄が描き込まれた着物の
女性は、振り返りながら芍薬を鑑賞している（図 7 ‒ 6）。菊の絵では、モチーフはやや左下に
寄せられ、右上に余白が残されている。中国的な足台の付いた花器を前に、赤い半襟の若い女
性が白・赤・黄の菊を今まさに生けようとする様子が描写されている（図 7 ‒ 7）。薔薇は水石
を寄せた小さな盆栽として描かれている。やや髪を乱した女性が、簪を直しながら、盆栽の方
向を見遣っている（図 7 ‒ 8）。桂花は曲がりくねりながら画面右側から左上に伸びており、陶
製の椅子に座して月琴を弾く女性はその芳香を楽しんでいるようである。庭には太湖石と竹も
見える（図 7 ‒ 9）。瑞香、丁香、茉莉の区別は判然としないが、着物の上から赤い襦袢が透け
て見える盛夏の風俗の絵は、夏の季語である茉莉を描いていると思われる。この絵には、筆筒、
硯、墨、冊子を前にしながら、花台に載った盆栽を眺めている女性が描かれている。詩作の最
中であろうか（図 7 ‒10）。瑞香か丁香と思われる絵には、女性の後方に文箱や書籍、煎茶道具
を載せた棚があり、また女性の視線の先には太湖石のような水石を伴った盆栽が飾られている
（図 7 ‒11）。残る一枚には、色紙を手許に置いて、書籍を持つ女性が描かれており、やはり詩作
の最中である。女性の後ろには竹製の机、そこに置かれた花の生けられた立鼓形の花器、書籍、
書籍を仕舞う箱が確認できる（図 7 ‒12）。
　描かれる情景は太湖石などの奇岩を配した中国的な庭園や、書物や文房具、中国的な調度品、
盆栽、水石が見える屋内に浮世絵美人が配される構図であり、全ての画に中国趣味が垣間見え
 7） 「張敏叔嘗以牡丹為貴客、梅為清客、菊為壽客、瑞香為佳客、丁香為素客、蘭為幽客、蓮為浄客、䥴䥺為
雅客、桂為仙客、薔薇為野客、茉莉為遠客、芍薬為近客、各賦一詩、呉中至今傳播」『中呉紀聞』巻第 4
（上海古籍出版社、1986年）91頁。また他に、蓮を静客とする資料も確認している。
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る。
　《美人煎茶図》（明治 9年〈1876〉図 8）。屋内で煎茶を嗜む 3人の浮世絵美人が描かれてい
る。 1人は書物を持ち、 1人は急須を手に取るが、それぞれその作業を中断し、互いを向き合
い話し込んでいるようである。背景には円で簡潔に表現した丸窓があり、その丸窓の外には竹
が見える。女性たちの前には煎茶道具一式に盆栽、水石、香炉、巻子が配され、濃厚な文人趣
味が提示されている。背景の窓、竹は濃淡をつけた水墨画であるが、屋内は全体的に淡彩が施
され、顔の胡粉や襟、襦袢等の赤は濃彩である。大きく余白を取った画面上部左側に、小蘋人
物画には珍しく七言絶句の自賛が見受けられ、「香篆一絲春恨牽（香炉の煙が春を憂いてたなび
いている）」の一節が、画中の香炉と対応している。
　《小蕙二歳肖像》（図 9）。小蘋の一人娘、野口小蕙（本名郁子、1878～1945）の肖像である。
幼児の全身像が、やや右上に余白を残して描かれている。年紀は記されていないが、二歳の小
蕙を描いているため、明治13年（1880）頃の作品と推測される。片膝を立てて座る小蕙は、左
手には鶏を模した玩具を、右手には花を持ち、無邪気に微笑んでいる。着物の裾から裸足が覗
く。顔の輪郭は丸く、顎や手のふっくらとした様子が的確に描写されており、また、やや幅の
広い鼻や一文字の眉は、それまでの小蘋人物画に見られる浮世絵美人の特徴と異なる。肖像画
という性格から考えてもやはり写生に基づいて描かれているのであろう。しかし、図版で確認
する限り、陰影表現はほとんど見られず、線描で簡潔に表現されている。幼児の愛らしさ、福
福しさが表現された作品であり、小蘋の小蕙に対する愛情が感じられる。
　さて、ここまで初期人物画の年紀が判明する作品を見てきた。これらの変遷を確認すると、
最初期の素早い筆致で描かれた 2作品は、招かれる先々で描いた席画の類である。またその後、
題材は主に一人立ちの浮世絵美人を描いた作品から、やがて浮世絵美人の群像作品へ移行して
いく。全体としては上部に余白を取った作品が多く、また、人物の描き込みは非常に細かいが、
背景は簡素である。
　美人図はそもそも南画ではないため、「野口小蘋は南画家である」という先入観をもって初期
人物画を眺めると、浮世絵美人を描いた風俗画の多さに驚かされる。しかしやはり、人物以外
のモチーフが柔らかな線描であったり、水墨が多用されている点から、南画技法が用いられて
いることが確認できる。また、明治 5年（1872）以降に制作された浮世絵美人の群像作品を見
ると、当時の文人サークルで頻繁に行われていた煎茶、盆栽、水石、書画といった中国志向の
文人趣味が確認でき、また、丸窓や陶椅子、太湖石といった中国的な調度品も見られる。さら
に、江戸から明治時代にかけて流行した中国楽器、月琴も描かれている。小蘋の初期人物画は、
南画とは切り離せない中国趣味に溢れていると言えるであろう。こうした文人趣味は大名や豪
商の趣味人を中心に流行し、大衆文化とは隔たりがあった。中国的な調度品に囲まれ、月琴な
どの情緒的な音色が流れる文人サークルで、煎茶や書画を嗜む経験は小蘋にとって新鮮な驚き
であったに違いないし、そこに招かれることはエリート意識をくすぐるものだったであろう。
 野口小蘋の画業Ⅰ（荒井） 67
初期人物画の群像作品は、これらの経験を素直に絵画化したものと考えられなくもないが、西
園雅集の翻案と考えられる作品があることを鑑みると、群像作品が描かれた要因は、文人サー
クルの様子を取り入れただけではなく、明清絵画からの直接的、もしくは間接的な影響があっ
たと考えるべきであろう。
　また、この時期の作品における落款は印章のみ、もしくは年紀と署名のみの簡潔なものが大
多数である。
第二章　第Ⅱ期：明治10年代後半～明治20年代
　《小蕙二歳肖像》（明治13年〈1880〉）以降、明治19年（1886）まで小蘋の人物画は確認できな
い。小蘋は明治10年（1877）に結婚した後、家事、子育てに従事していたと思われるが、明治
15年（1882）になると、夫に代わり再び画業で一家の家計を支えるようになる。本格的に作品
制作を再開した小蘋は、当時暮らしていた甲府から東京へ移り、展覧会への出品を始めた。展
覧会へは山水画や花鳥画と共に、明治19年（1886）には《二喬読兵書図》、明治22年（1889）に
は《童子指日図》、明治23年（1890）には《西王母図》、明治24年（1891）には《魯恭馴雉図》
といった、人物画と推測される作品を多く出品している。残念ながら、それらの中で確認でき
る現存作品は《西王母図》のみであるが、この時期も人物画への関心はなお高かったと言える
であろう。
　《二喬読書》（明治19年〈1886〉図10）。『絵画叢誌』第50巻に掲載された作品で、作品を模写
した図版である。落款に「丙戌春三月小蘋女史野口親（印 2顆）」とあることから、原本は明治
19年（1886） 3月の制作であることが分かる。さらに、「全
ママ
会に於いて銅賞を得また宮内省御用
品となれり」と記事に記載されていることから、明治19年（1886） 4月の東洋絵画共進会で銅
牌を得、さらに宮内省御用品となった《二喬読兵書図》を写した図版であると思われる。受賞
した作品は現存が確認できないため、この図版は重要な資料だといえる。さて、二喬とは後漢
に生きた大喬と小喬の姉妹のことであり、それぞれ孫策、周瑜の妻妾となった人物である。そ
の姉妹が兵書を読むという題材であるが、実際には兵書から視線を外し、互いに顔を見合わせ、
なにやら話し合っているようである。 2人は漢服を身につけ、 1人は椅子に座し、他方は紈扇
を手に立っている。模写のため、原本との相違を想定すべきではあるが、図版を見る限り、顔
貌表現は浮世絵美人とは異なる。部屋には大きな丸窓があり、その向こうには桐と思われる樹
木が見え、一方、室内には大理石の天板を持つ机の上に、花器、香炉、兵書が置かれ、画面右
下には陶椅子が 2個確認できる。画面右上の落款には、170字の長詩が添えられた。小蘋が模写
した《美人和羹図》8）と構図が近似するが、詳細は別稿に譲る。
 8） 平林彰「図版解説」前掲書『―明治の宮廷画家―野口小蘋と近代南画展図録』27頁。
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　《西王母図》（明治19年〈1886〉図11）。上部に大きく余白を残し、画面中ほどから下に西王母
の全身像が納まっており、「丙戌小春　小蘋女史野口親（印 2顆）」と画面左下に落款が確認で
きる。題材である西王母は、全ての仙女を統率する位の高い仙女であり、前漢の武帝が長寿を
願った際、天上から降り立ち、仙桃を与えたとされる。ここでも根飾りの台の上に籠に入った
桃が確認できる。台の曲がりくねった根にはたくさんの節が見られ、丁寧な陰影表現がなされ
ている。手前に立つ西王母は、体をやや画面右側に向け、顔は反対に左側へ向けており、螺旋
状に捻られた体が僅かに動的な印象を与える。右手に紈扇を持ち、身につける漢服には雲に鶴、
波に龍、その他様々な文様が細部まで丁寧に描き込まれている。両腕に掛けたショールの端は、
床に整った形状で垂れており、装飾的と言える。また、顔貌表現は明らかに第Ⅰ期の浮世絵美
人とは異なる描写であり、比較的現実的である。伏し目がちな細い目や小さいながらも肉感的
な唇は、明清仕女図からの影響が色濃い。
　《日下部鳴鶴像》（明治20年〈1887〉図12）。小蘋と親交のあった明治三筆の 1人、日下部鳴鶴
（1838～1921）が描かれた絹本着色の肖像画である。とばりの垂れる丸窓の向こうに、右手に書
を持ち外を眺める鳴鶴が描かれ、背後には根飾りの花台の上に不老長春（松と薔薇）を飾った
花器が載る。鳴鶴の面貌には皺が克明に描かれ、目の窪みに陰影が施されており、髭、頭髪は
金泥が用いられながら一本ずつ引かれている9）。また、一文字の太い眉、広い額、頭髪や髭に混
じる白髪などの特徴的な描写も写生を基に描かれていることを窺わせる。実際に、親交のあっ
た人々の胸像を描いた写生下図帳が残されている10）。鳴鶴の写真（参考図版）を見ると、優しげ
な印象を受けるが、この肖像画では知識人らしい威厳ある面貌となっており、ここでは写生を
取り入れつつ、人物の表情は理知的かつ穏やかに理想化されているようである。画面右下の落
款には 2顆の印章と共に「丁亥春日小蘋女史松邨親（白文方印）（朱文方印）」とあり、旧姓の
「松邨」姓が記されている。近似する鳴鶴の肖像画《鳴鶴翁肖像》（制作年不詳、図13）が『小
蘋遺墨集』11）に掲載されているが、《鳴鶴翁肖像》は《日下部鳴鶴像》を簡略化した図様であり
つつ、丸窓、顔貌、手つきはそのまま引用されている。また《鳴鶴翁肖像》が掲載されている
『小蘋遺墨集』には、鳴鶴の書生であった田中松太郎所蔵とあることから、小蘋は鳴鶴の弟子た
ちに需要のあった鳴鶴肖像の制作に際し、《日下部鳴鶴像》を下敷きにして《鳴鶴翁肖像》を描
いたと思われる。《鳴鶴翁肖像》の巻子を持つ手つきは不自然であるが、《日下部鳴鶴像》から
図様を引用する際、体躯の向きに変化を付け、なおかつ手の描写はそのまま引用したため、ち
ぐはぐな印象となったのであろう。また、胸から上しか描いていない写生帖を基にしているた
め、体幹に対する手の付き方までは観察していなかったのではないだろうか。
　《美人招涼図》（明治20年〈1887〉図14）。団扇を持って佇む和美人の全身像を描いた絹本着色
 9） 平林彰「図版解説」前掲書『―明治の宮廷画家―野口小蘋と近代南画展図録』30頁。
10） 前掲書『―明治の宮廷画家―野口小蘋と近代南画展図録』29頁。
11） 野口郁『小蘋遺墨集』坤巻、私家版、1929年。
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の作品であり、女性は青い絽の着物に青い花菱亀甲紋の帯を締め、爽やかな装いである。僅か
に覗く帯揚げと襦袢の赤が彩りを添える。盛夏の着物の下には赤い襦袢が透けて見えており、
また襦袢の袖部分が無いため、腕の線も露わである。画面右下には書物の載る朱塗りの文机が
見て取れる。やや太い眉、細い顎、薄墨の虹彩に黒い瞳を置いた目など、女性の顔貌は個性的
であり、やはり第Ⅰ期の浮世絵美人の描写とは異なる。小蘋自身がモデルではないかと言われ
たほどに個性的な顔貌は、人物描写に写生を取り入れた結果であろう。また、小蘋は《小青第
三図》（制作年不詳、図15）という薄い衣の明清仕女図の模写を残しており、《美人招涼図》の
衣から腕が透ける様子は、この作品から影響を受けている可能性があるだろう。
　《二喬読兵書図》（明治21年〈1888〉図16）。上述の《二喬読書》（図10）と同様の題材であり、
姉妹が屋外で肩を組んで一冊の兵書を読む情景が描かれている。姉妹の足元には太湖石などの
奇岩や蘭の茂みが確認できる。また、画面右端を松が占め、枝が庇のように姉妹の上に伸びて
おり、松の背後には竹が見て取れる。画面左側、姉妹の背景の地面は唐突に切れて終わってい
る。姉妹のうち向かって左側は寒色の衣を着ており、一方、右側は暖色でまとめられ、色彩の
対比が見られる。顔や手の輪郭線はごく細く、また姉妹の座る椅子の線描は均質であり、反対
に衣は肥痩のある線である。女性達の細く切れ長な伏目、小さく噤んだ口、やや八の字の眉と
いった顔の造作は、小蘋が模写した《美人和羹図》の顔貌に近似し、明らかに明清仕女図の影
響下にあると言える。全体の色調は華やかながらも穏やかであるが、太湖石の描写は薄墨の色
面に、茶、群青で陰影表現がされていて濃密であり、画面全体を引き締めている。
　《西王母図》（明治23年〈1890〉図17）。背景の無い画面に、桃を右手に携えた西王母をやや画
面左に寄せて大きく描いた作品であり、「小蘋美人画の頂点を示す作品」と賞される12）、小蘋美
人図の代表作である。上述の《西王母図》（図11）と同じ題材であるが、本作品は頭身が高くな
り、すらりとした女性像となっている。青い上着の袖は画面右側へ風に吹かれたようになびい
ており、赤いショールの端も床の上で複雑に皴を描く。《西王母図》（図11）に対し、衣服の形
状は装飾的というよりも、写実的な印象となっている。なだらかな細い眉、眉から離れた切れ
長の眼、小さな肉感的な口は小蘋が学んできた明清仕女図に共通するが、その顔つきはより現
実の女性に近い。確固たる方向を見据えた目や、洗練された整った面貌、しなの無い背筋の伸
びた佇まいなどから、理知的な印象を受ける。絹本着色の本作品は第三回内国勧業博覧会に出
品され、二等妙技賞を受賞した。
　《桐蔭美人図》（明治23年〈1890〉、図18）。太湖石が配される屋外で、唐美人が語らう情景が
描かれている。 1人は椅子に座し、もう 1人が紈扇を手に立ち、互いに顔を見合わせる構図は、
《二喬読書》（図10）の人物をそのまま引用したものである。《二喬読書》では窓の外に描かれて
いた桐が、本作品では画面右側に 2本、画面を縦に貫いている。明治19年（1886）の東洋絵画
12） 平林彰「図版解説」前掲書『―明治の宮廷画家―野口小蘋と近代南画展図録』25頁。
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共進会で銅牌を得た《二喬読書》に近似する作品への需要が高く、それを求める顧客のために
制作されたと推測される。
　《伊勢大輔》（明治23年〈1890〉図19）。檜扇に載せた桜の枝を前に、詩を書き付ける伊勢大輔
が描かれる絹本着色の作品である。奈良の八重桜が藤原道長に献上された際、八重桜を題材に
歌を詠むよう命じられた伊勢大輔が、即興で返した逸話が題材であろう。画面右側には几帳が
見え、背景には御簾、その向こうに濡れ縁が描かれており、大輔の着物には細かに文様が描き
こまれている。手許の図版では、顔の造作をはっきりと見て取ることはできないが、縦長の顔
貌は浮世絵美人の影響によるものであろう。
　《美人十二画冊幀》（明治25年〈1892〉図20）。和美人を題材とした画冊である。各画には画面
右下もしくは左下に白文方印が認められる。鶴の掛軸と松を生けた花器を背景に立つ宮女の図
（図20‒ 1）、梅園を歩く少女と美人の図（図20‒ 2）、桜を望む丸窓の下で歌を記す美人の図（図
20‒ 3）、文机を前に牡丹と蘭の盆栽を眺める美人の図（図20‒ 4）、菖蒲を束ねる美人の図（図
20‒ 5）、欄杆から白鷺と蓮を見る美人の図（図20‒ 6）、柳の下で茶を喫しながら涼を取る紗の
着物の少女と美人の図（図20‒ 7）、薄や萩などが茂る秋の野で月を振り返る美人の図（図20‒
8）、菊が飾られた花器の傍で書を読む美人の図（図20‒ 9）、紅葉の美しい庭で陶椅子に座る美
人と傍らに佇む少女の図（図20‒10）、書斎からとばりの掛かる丸窓越しに庭の芭蕉、太湖石、
竹などを眺める美人の図（図20‒11）、雪景の山水図や南天と水仙を生けた花器、香炉、水石な
どが飾られた床を背景に立つ美人の図（図20‒12）がそれぞれ描かれている。最後の画（図20‒
12）には、「壬辰冬小蘋親写（白文方印）」と落款がある。丸窓から庭を眺める構図や書を手に
して生花を見る構図、また、梅園や蓮池、盆栽、生花、書画といった題材は《美人名花十二友
画冊》（明治 8年〈1875〉図 7）と共通し、文人趣味が見て取れると言えるであろう。女性達の
縦長の顔貌は、浮世絵美人のそれを下敷きとしつつも、第Ⅰ期と比較すると、より柔らかで上
品な印象となり、また現実的な容貌となっている。これは明清仕女図の上品さと、写生で得た
現実的な造作を浮世絵美人に組み合わせた結果と思われる。
　この時期、小蘋は煎茶会の図録制作に携わり、良質の中国絵画に触れる機会を得た。『墨縁奇
賞』13）は明治24年（1891）5月に大阪で開催された煎茶会の図録として、明治26年 4月に刊行さ
れており、中国絵画や文房具の図版の多くを小蘋が担当した。巻末の小蘋による跋文に「明治
癸巳二月」とあることから、明治26年（1893） 2月には図版の制作は完了していたと思われ、
小蘋が臨模をした時期は明治24年（1891） 5月から26年（1893） 2月までであろう。以下に挙
げる 3点の図版は小蘋によるオリジナルの作品ではないが、小蘋の人物画学習の足跡を示すも
のとして提示する。
　《清改琦美人図》（明治24～26年〈1891～1893〉図21）。『墨縁奇賞』春巻に掲載された図版で
13） 奥三郎兵衛『墨縁奇賞』私家版、1893年。
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ある。題名や落款から、原本は清代の画家改琦（1773～1828）によって1822年に描かれた作品
と確認できる。唐美人の全身像が描かれている作品であり、女性は匙と容器を手に持ち、後方
を振り返っている。背景では根上がりの樹木が画面左下から右上へと画面を横切る。画面左奥
には渓流を望み、その下流であろうか、画面右下に僅かに水面が見える。本作品を粉本的に引
用した作品が確認でき14）、小蘋の明清仕女図に対する関心の高さが窺える。
　《明詹景鳳羅漢図》（明治24～26年〈1891～1893〉図22）。『墨縁奇賞』夏巻に掲載された作品
で、原本は明代の書画家詹景鳳（生年不詳～1605）による羅漢図であり、羅漢が肘掛に凭れて
思索に耽っている様子が描かれている。衣は肥痩のある線描で勢いよく描かれており、またえ
らの張った羅漢の顔は眉が長く、口は緩やかにへの字をえがき、特徴的な表情である。画面右
側に 3行の賛を伴う。
　《明杜方熈小楷》（明治24～26年〈1891～1893〉図23）。『墨縁奇賞』夏巻に掲載された本図の
原本は、紺紙金泥の仏画であり、肥痩の無い線描で左右対称のシルエットを持つ。題に「方熈
（=広）小楷」とあることから、大乗経典を書いた巻子の見返しに描かれていた仏画を模写した
ものであろう。蓮華に乗り、真円を描く火焔光背に包まれる一面十八臂の坐像は、放射状に広
がる各腕に宝輪や水注などを持ち、華やかな髪飾りを付けている。これらの特徴から描かれる
のは准胝観世音菩薩と推測できる。原本の作者は明代の「杜」氏とされるが、いずれの杜氏で
あるのか判然としない。日本の初期文人画家の彭城百仙（1696‒1752）が編纂して出版した『元
明書画人名録』（18世紀前半）には、「杜垣　號水齋　山水人物」と記されており、明の杜垣は
江戸時代からよく知られた画家であるが、詳細は不明である。
　以上、明治10年代後半から明治20年代にかけての人物画を見てきた。以前から描かれていた
和美人に加え、唐美人が多く見て取れる。展覧会への出品作の多くが中国的な題材であること
を鑑みると、人物画の中心的な画題はむしろ唐美人へ移行したと言えるであろう。
　人物の描写は第Ⅰ期に引き続き、丁寧な描き込みがなされている。また、背景は間取りを見
て取れるほどにはっきりと描かれる作品が増え、この点は第Ⅰ期の《美人煎茶図》（図 8）のよ
うな簡潔な描写による屋内の表現とは明らかに異なる。また、人物に添えられる事物の描写は、
丁寧に輪郭を描き、着彩したものが多く確認でき、第Ⅰ期の比較的あっさりとした描写と比較
すると変化が見られる。
　さらに、人物の顔貌表現も多様化していることが確認できた。明清仕女図を学んだ小蘋は、
自身の作品にこれを取り入れており、細く切れ長な伏目や肉感的な小さい口元などの仕女図の
特徴が見られる。また《美人招涼図》（図14）に指摘できるように、この時期から写生表現も作
品にはっきりと見て取れる。顔貌表現は浮世絵美人、明清仕女図、写生表現の 3者を取り入れ
つつ、比重をいずれに置くかは、和美人であれば浮世絵や写生表現、唐美人であれば明清仕女
14） 前掲書『小蘋遺墨集』坤巻に掲載される、野口小蘋筆《桐蔭美人図》。
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図や写生表現というように、画題によって選択がなされたようである。
　また、展覧会への出品作である《二喬読書》（図10）や《西王母図》（図17）などは、上部の
余白部分が小さく、画面全体にモチーフや自賛が描かれている。これは展覧会への出品作は公
的な性格が強く、他者の賛が入らないことを前提としているため、また、審査されることを意
識し、モチーフをより大きく描いているためと思われる。さらにこの時期の作品には、「小蘋女
史」と署名されている頻度が高い。
第三章　第Ⅲ期：明治30年以降
　展覧会への出品は明治30年代後半まで変わらず毎年のように続けられたが、主な出品作は山
水画と花鳥画へ移行し、その中に人物画は全く見られなくなる。それに伴い、小蘋の画業にお
ける人物画の割合は激減する。明治37年（1904）に帝室技芸員に任命されると、宮内庁から毎
年のように注文を受けるようになるが、やはり主な作品は屏風や襖にふさわしい山水画と花鳥
画である。
　《寿老人図》（明治32年〈1899〉図24）。画面下半分に寿老人と鶴が描かれる。巻子を括り付け
た杖を持ち、長頭には頭巾を被り、身に付ける上着は今にも肩からずり落ちそうである。モチ
ーフ全体が着彩されており、また墨で描かれた衣の輪郭線には、胡粉と金泥の線描が沿うよう
に描き込まれている。杖よりも低い身長、長い頭部、ずり落ちそうな衣服など、滑稽な要素が
多いが、寿老人の端正な表情や謹厳な筆致から、整斉たる印象を受ける。寿老人は鹿と描かれ
ることが多いが、ここでは鶴を従えている。これは、寿老人が鶴を眷族とする福禄寿と同一視
されるためであろう。
　《荘子図》（明治36年〈1903〉図25）。胡蝶になる夢から覚めた荘子が、果たして自分が胡蝶の
夢を見たのか、胡蝶が自分の夢を見ているのかを疑う故事が描かれている。中国では、儒教に
基づく規律が文人に求められたため、彼らは同時に老荘的な隠逸への思いを抱くことによって、
精神のバランスを保ったとされる15）。日本でも無為の思索に耽る荘子の隠遁思想は趣味人に受け
入れられていた。さて本作では、画面右側手前に帳が描かれており、荘子は項垂れた頭に右手
を添え、巻子の置かれた文机に左肘を載せて眠っている。荘子の顔は穏やかに表わされ、髭や
頭髪は繊細に一本ずつ描かれており、衣服の線描には濃淡、肥痩がつけられ、抑揚ある表現と
なっている。本図を反転した《荘子夢蝶図》（制作年不詳、図26）が存在し、同様の粉本を敷写
したものとされる16）。本作の粉本は円山応挙（1733～95）の《荘子》（参考図版）であったと筆
者は考える。手は頬に添えるように、脚は立て膝に改変が加えられ、帳もつけ加えられている
が、やはり構図は近似している。応挙の《荘子》では顔は四角く威厳に満ちているが、小蘋本
15） 宮崎法子「中国絵画と道教」『道教美術の可能性』（勉誠出版、2010年）112～113頁。
16） 『野口小蘋展図録』（山梨県立美術館、1982年）作品解説頁。
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では優しげな丸顔であり、顔貌表現は大幅に変更が加えられている。しかし、袖の波打ち方や
手前の膝部分などは酷似し、衣服は簡略化されながらもそのまま引用していると言える。小蘋
が作品を出品していた第二回内国勧業博覧会（明治17年〈1884〉）に《荘子》は古画として展示
されており17）、小蘋が目にする機会はあった。また、『絵画叢誌』18）にも模写が掲載されている。
中国の故事が題材であるが、円山派も取り入れていたことが窺える。
　《日下部鳴鶴肖像》（部分、明治36年〈1903〉図27）。小蘋による日下部鳴鶴肖像に、呉昌碩
（1844～1927）、楊守敬（1839～1915）による賛が添えられた合作である。手許にある図版は残
念ながら部分図であり、小蘋の落款を確認することはできないが、小蘋の作品とされているこ
とから、ここに掲載したい19）。本作品は呉昌碩と楊守敬の落款から明治36年の作と確認できる。
顔貌や髭には輪郭線が用いられず、地色がハイライトとして生かされながら、水墨淡彩で手早
く、しかし細かい筆致で顔貌の特徴が捉えられている。この線描と色面が一体となっている素
早い筆法や写実性は、水彩画を彷彿とさせる。対照的に着物は太い線描で簡潔に表現されてお
り、また背景の岩は水墨でざっくりと描かれる。これらとはやや異なる筆致で描かれた画面右
上の鶴は、呉昌碩の賛の中に「白鶴」とあることから、彼の手によるものであろうか。賛によ
ると、肖像画は鳴鶴の弟子である山本竟山（1863‒1934）によって呉昌碩や楊守敬の元へもたら
されており、彼らと小蘋によって同時に制作されたものではない。しかし、小蘋が属したサー
クルの交流や、中国志向の文人趣味が垣間見える興味深い作品であると言えるであろう。
　《野口柿邨像》（明治41年〈1908〉図28）。小蘋の義父である野口柿邨（正忠、1822～1893）の
肖像画であり、丸窓から外を眺め、正面をやや画面左側に向ける柿邨が描かれており、柿邨に
関する伝記と対幅となっている。目の上や小鼻の窪みに淡墨で陰影が施され、また肌の色は目
の上下や額の皺が寄っている部分が僅かに濃く、自然な印象である。羽織や窓は無駄な描線が
排され、肥痩やかすれのある緩急のついた表現となっている。本作は柿邨の死後に描かれたも
のであり、肖像写真もしくは小蘋の記憶を元に描かれたものと推測される20）。そのためであろう
か、小蘋による他の肖像画と比較すると、その顔貌表現は皺や陰影が抑えられ簡潔である。画
面右下には「明治戊申九月　従七位小蘋野口親（朱文方印 2顆）」と謹厳な落款があり、力を入
れて描かれたことが推測される。
　《天皇之図》（明治44年〈1911〉図29）。本作には、松や桜の生える山あいを行く後醍醐天皇一
行が描かれており、鎧を着た武士に負ぶさる天皇は笠で尊顔が隠されている。山の向こうには
眼下に海が広がり、島や帆船が確認できる。人物は鎧などが丁寧に描かれているが、岩山は洒
17） 『近代日本アート・カタログ・コレクション003　内国絵画共進会第三巻』（東京文化財研究所、ゆまに書
房、2001年）323頁。
18） 『絵画叢誌』 2巻、東洋絵画会、1887年。
19） 『近代の美術44号　明治・大正の書』（石橋皐水編、至文堂、1978年）の表紙に掲載される図版である。
図版解説には、小蘋の略歴と共に「表紙　野口小蘋筆　日下部鳴鶴肖像（部分）」とある。
20） 『十一屋コレクションの名品～野口柿邨をめぐる文人たち～』（山梨県立美術館、2012年）217頁。
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脱な筆致である。題材は後醍醐天皇の吉野落ちと言われるが 21）、背景に海と島が見えることか
ら、隠岐島からの脱出が描かれていると考えられる。国家意識が根付いた明治中頃には歴史画
が多く描かれており、本作もその流れに根差したものであろう。後醍醐天皇は鎌倉政権を倒幕
し、天皇による親政を再建しようとした人物であり、おそらく小蘋は江戸政権の倒幕に成功し
た維新志士や明治天皇をこの題材に重ねていると思われ、尊皇攘夷派であったことを公言して
いた小蘋の一面を示す作品であると言える。
　《山中大士図》（大正 5年〈1916〉図30）。山中で渓流を前に座す大士（＝菩薩）が描かれた、
最晩年の作品である。在家であることを示す白衣に身を包む大士は巻子を持ち、頭部には後光
が差す。衣服の襞は柔らかく、衣の裾は丸みを帯びており、穏やかな大士像を一層柔和に見せ
ている。傍らには柳を挿した瓶と香炉が配され、画面右後方の樹木は傘を差すように大士の上
方へと伸びている。背景には崖や岩間を流れる小さな滝が見て取れる。よく見られる画題であ
るが、ほとんど仏教を題材としてこなかった小蘋が、死期を間近にしてこのような仏教絵画を
残していることは興味深い。
　以上、明治30年以降の作品を見てきた。人物画の作品数は減少しているが、その反面画題は
多様化している。美人画は全く見られなくなり、肖像画と道釈人物画が中心的な画題である。
顔貌の描写は写生に裏打ちされたものであるが、線描や陰影が抑制され、比較的簡略に描写さ
れたものが多く、その表情は穏やかな印象である。顔貌以上に衣服は簡略化され、その輪郭線
には濃淡やかすれ、肥痩のある洒脱な表現が確認できた。また、円山派の学習や、仏教の画題
など、それまでとは異なる方向からの影響も見られる。
　《天皇之図》や《山中白衣大士図》は、山水画に人物を嵌め込んだかのように、背景の描写が
行き届いている。それを踏まえて眺めると、他の人物像も山水画の点景に成り得るものがある。
事実、《荘子図》のように肩膝を立てて地面に座す人物が、小蘋の山水画に確認できる。このこ
ともまた、小蘋の画業の中心が山水画に移行したことを示していると言える
おわりに
　年紀の判明する野口小蘋の人物画に焦点を絞り、考察を加えてきた。第一期は主に浮世絵美
人が主に描かれており、人物一人を描いた作品からやがて群像作品へと展開していた。作中に
は文人趣味や中国的な調度品など、部分的に中国趣味が見られたが、第二期になると、描かれ
る女性像は明清仕女図の影響を受けた唐美人へ変遷し、画題そのものも中国故事や道釈人物な
ど中国由来のものとなる。第三期には人物画は画業の中心から外され、同時に美人図は描かれ
なくなり、肖像と道釈人物が中心的な題材となった。描かれた人物は、山水画における点景の
21） 前掲書『野口小蘋展図録』作品解説頁。
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様な存在となり、山水画を前提とした存在にまで矮小化されている。
　顔貌表現にも変遷が確認できる。初期の美人図は典型的な浮世絵の顔であったが、第二期に
は写生が取り入れられ、和美人の描写は浮世絵と写生の間を揺れ動いている。さらに、上品に
まとめられた顔貌表現には、明清仕女図の影響もあると言える。また、唐美人は、明清仕女図
と写生を取り入れた描写となった。第三期になると、写生に基づいた表現でありながら、写実
を追い求めず簡略化した表現となる。
　この簡略化は衣服の表現にも見られ、美人図では執拗なまでに細かに描かれていた文様が、
第三期の人物画では全く影を潜めており、同時に、謹厳であった衣服の線描は緩急のついた洒
脱なものとなっていく。その要因としては、衣服が女性から男性のものへと変わり、細部への
関心が失われたため、もしくは繁忙を極める画業、また体力の衰えなどが考えられるが、定か
ではない。
　最後に、野口小蘋が美人図を描かなくなった理由について付け加えたい。明治20年代中頃に
は美人図が見られなくなるが、その理由を先行研究では美人画に対する限界と満足感が、制作
に終止符を打ったからだとしている22）。第三回内国勧業博覧会に出品され、二等妙技賞であった
《西王母図》が実質的に最後の美人図であるが、この時一等褒状には弱冠16歳であった上村松園
（1875～1949）の《四季美人図》が選出されている。続く明治26年（1893）のシカゴ万博では、
松園は二等を受賞し、一方小蘋は褒状にとどまった。30近くも年下である松園の活躍を、小蘋
はどのように捉えただろうか。写生を取り入れながらも、粉本主義的な制作を行っていた小蘋
から見れば、自由に人物像を創り出す松園は脅威であっただろう。これから成長する若い才能
を目の当たりにして、以降、引き比べられることを避け、南画の本義である山水画や花鳥画へ
と画業の的を絞ったとは考えられないだろうか。明治中頃に美人図の制作を切り上げたのは、
先行研究での指摘に加え、このような小蘋の画業における戦略があった可能性を指摘したい。
［挿図出典］
図 1、6、7、9、11、13、20、30　野口郁『小蘋遺墨集』私家版、1929年
図 2、25、29　『野口小蘋展図録』山梨県立美術館、1982年
図 3　『國華』第1397号、國華社、2012年
図 4、5、8、12、14‒17、24、26　『―明治の宮廷画家―野口小蘋と近代南画展図録』山梨県立美術館、2005年
図10　『絵画叢誌』50巻、東洋絵画会、1891年 5月
図18　『思文閣墨蹟資料目録』228号、思文閣、1991年
図19　東京藝術大学大美術館収蔵品データベース
図21‒23　奥三郎兵衛『墨縁奇賞』私家版、1893年
図27　『近代の美術44号　明治・大正の書』石橋皐水編、至文堂、1978年
図28　『十一屋コレクションの名品～野口柿邨をめぐる文人たち～』山梨県立美術館、2012年
22） 平林彰「近代南画史における野口小蘋の位置」前掲書『山梨県立美術館研究紀要』第20号、23頁。
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図 9　野口小蘋
《小蕙二歳肖像》
参考図版
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 野口小蘋の画業Ⅰ（荒井） 79
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図27　野口小蘋
　　　《日下部鳴鶴肖像》
　　　（部分）
